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－ESD推進ネットワーク全国フォーラム2021－

ESD for 2030
脱炭素社会づくりに向けた

ESD推進ネットワークの役割

2021年12月11日（土曜日）

佐藤真久
東京都市大学大学院 環境情報学研究科 教授
m-sato@tcu.ac.jp/masahisasato@hotmail.com
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<前半>
持続可能な社会の
担い手づくり

－これまでとこれから－

脱炭素時代に求められるESD推進ネットワークの姿とは
－パネル・ディスカッション（10:30-12:30）：人材像－
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白井 信雄さん
(山陽学園大学地域マネジメント学部 教授)

進藤 由美さん
(公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター国際交流部/総務部 部長）

飯田 貴也さん
(NPO法人新宿環境活動ネット 代表理事）

関 正雄さん
(損害保険ジャパン株式会社サステナビリティ推進部 シニアアドバイザー)

服部 乃利子さん
(静岡県地球温暖化防止活動推進センター センター次長)

モデレーター：佐藤 真久
(東京都市大学環境情報学研究科 教授)

脱炭素時代に求められるESD推進ネットワークの姿とは
－パネル・ディスカッション（10:30-12:30）：人材像－
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COP26, Youth Commitment

https://unfccc.int/news/young-people-demand-action-to-protect-their-futures-at-cop26

• COP President Alok Sharma urges ministers to consider youth priorities in COP negotiations and 
national climate action

• Young climate leaders join ministers and senior figures in Glasgow
• 23 countries make national climate education pledges including net-zero schools and putting climate 

at the heart of national curriculums
• Views of over 40,000 young climate leaders presented to ministers, negotiators and officials

Press release issued on behalf of the UK COP26 Presidency
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COP26, Youth Statement

https://ukcoy16.org/global-youth-statement © All Rights Reserved, Masahisa SATO, Ph.D. 6

持続可能な社会の担い手づくりに向けた
社会の変化（世界）

“大加速化の時代”
Å 戦後の社会経済の大変化による“地球への相乗的影響”

“外部のないグローバリゼーションの時代”
Å 1980年代中葉以降の“経済のグローバル化”

“地球惑星の時代”
Å 貧困・社会的排除問題だけではなく、地球資源制約・環境問題への

配慮、人権のみではなく自然生存権への配慮

“混成文化の時代”
Å グローバルな移動と交流がもたらす文化の混成性
（社会基盤や文化の大きな変化）

“VUCA（変動・不確実・複雑・曖昧）の時代”
Å 既存の枠組に基づく対応の限界（リスク社会、レジリエンス社会、危

険社会化、格差社会化）、状況的対応力の重要性
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1940s

社会
開発

持続可能な社会の構築にむけて
～開発アプローチの変遷（佐藤真久、2020）

1950s 2000s 2010s1980s 1990s1960s

2000s 2010s1990s
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人間
開発

ミレニアム開発目標
（MDGs：2001-2015）

持続可能な開発目標
（SDGs：2016-2030）

－社会問題・課題－
貧困、飢餓、HIV/AIDS、南北問題、債
務危機、紛争、衛生、水のアクセスと
質、非識字、教育のアクセスと男女格

差、社会的公正、など

－社会問題・課題－
気候変動、生物多様性喪失、自然災害、高齢化、
エネルギー問題、社会的公正、ガバナンス、肥満、
紛争、貧困格差、教育の質、ユースの雇用問題、

人工知能に奪われる職、グローバルな金融・経済危機、など

－これからの時代－
“混成文化の時代”
“地球惑星の時代”

“外部のないグローバリゼーションの時代”
“VUCA（変動、不確実・複雑・曖昧）の時代”

第1次国連開発
の10年（1960-70）

¸ 途上国全体の経済成長率を
年5％へ

¸ 電源開発や道路整備などのイ
ンフラ整備

¸ 先進国による技術・資金援助
増大

¸ 「経済成長=開発」という考え
方が主流

第2次国連開発
の10年（1971-80）

¸ 途上国全体の経済成長率を
年6％へ

¸ 先進国による援助増大

¸ 社会公正や人間の潜在能力
などの要件盛り込まれる

¸ 「開発」の挫折－農業の伸び
の目標未達成、債務増大、貧
富の格差増大、石油価格の
高騰・石油輸入国の不況・食
糧危機

¸ 地球惑星的世界観、社会包容的世界観、変
容の世界観

¸ “複雑な問題”への対応（テーマの統合性・同時
解決性）

¸ “共有された責任”としての対応（万国・万人に
適用される普遍性・衡平性）

¸ 途上国の貧困問題の解決
¸ 8目標、21ターゲット

¸ 平和と安全、開発と貧困、環境、人権と
グッド・ガバナンス、アフリカの特別ニーズ

など
¸ 達成期限と具体的な数値目標

1970s

1970s 2020s 2030s

2020s 2030s

第3次国連開発
の10年（1981-90）

¸ 途上国全体の経済成長率を
年7％へ

¸ 政府主導の介入的な開発施
策から、新古典的な構造調整
政策へ

第4次国連開発
の10年（1991-00）

¸ 途上国全体の経済成長率を年
7％へ

¸ 国際社会だけでなく、途上国の
責任が明記、優先課題：①経済
の加速的成長、②人口政策・人
間能力の開発、③貧困の解決・
飢餓の撲滅、④地球環境の保
全

経済
開発

持続可能
な開発

●
国連人間
環境会議

（1972） ●国連環境開発会議
（UNCED：1992、RIO）
経済政策との関連性・
政治的意思決定の変革
（公開性・透明性・参加性）

●環境と開発に
関する世界委員会

（WCED:1987）

●地球憲章
（2000）

第5次国連開発
の10年（2001-10）

第6次国連開発
の10年（2011-20）

－1980年代以降－
原発、南北問題を背景に、

フェミニズム、先住民等の視点を
取り込み、環境倫理思想が多様化

－1960-70年代－
冷戦下、科学万能主義による
自然破壊が極度に達し、

人間中心から環境主義の時代へ

他者・外部のないグローバル化の時代
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SDGs（2016-2030）
～社会背景・世界観・特徴

①地球惑星的世界観
• Planetary Boundaries
• 地球の限界

②社会包容的世界観
• No One Left Behind
• 誰一人取り残さない

③変容の世界観
• Transformation
• 変えるҐ変わる

①“複雑な問題”への対応
• テーマの“統合性・同時解決性”
• パートナーシップ

②“共有された責任”としての参画
• 万国・万人に適用される普遍性・衡平性
• ステークホルダーの役割

③求められる“透明性”
• モニタリング指標の設定
• 定期的フォローアップ

－世界観－ －特徴－－社会背景－

①2000年とは異なる
社会問題・時代背景

• 大加速化の時代
• 他者・外部のないグローバリゼ

ーションの時代
• 地球惑星の時代
• 混成文化の時代
• 人間由来の自然変化（人新世）

②ありたい社会と
ありうる社会

• VUCA（変動・不確実・複雑・曖
昧）の時代
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©国連広報局

SDGsの本質：変容

Transforming our world :
the 2030 Agenda for Sustainable Development

誰一人取り残されない世界をつくる決意

ü 我々は、すべての人々のためによりよい未来を
作る決意をする。

ü 我々は貧困を終わらせることに成功する最初の
世代になり得る。
同様に、地球を救うチャンスを持つ最後の世代
にもなるかもしれない。 （2030アジェンダ 50）

持続可能な開発目標（SDGs）
2016-2030
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ESD：2つの起源（人間開発アプローチと持続可能な開発）

「国連・ESDの10年」（2005-2014）
の振り返り

ESD

◆「人間開発アプローチ」、質の高い基礎教育、
アクセスのユニバーサル化と教育機会の平等達成

(1948: The Declaration of Human Rights, 1989: Convention on Right of the Child - CRC, 1990: WCEFA 
and Jomtien Declaration on Education for All – EFA, 2000: WEF and Dakar Framework of Action, 2000-
2015: MDG 2-3, 2003-2012: UNLD) 

◆「持続可能な開発」と教育
(1972: UN Conference on Human Environment in Stockholm, 1977: Tbilisi, 1987: Moscow, Brundtland 
Report – Our common future, 1992: Rio Summit – Agenda 21 Chap 36, 1994: World Summit for Social 

Development, 1995: 2nd UN Conference on Human Settlements, 4th World Conference on Women, 1996; 
World Food Summit, 1997: Thessaloniki Declaration)

国連・ESDの10年
（2005-2014）

UNCED
（1992）

UNESCO（2005） DESD-IISに基づき筆者作成
経済
開発 社会

開発 人間
開発

持続可能
な開発
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ESD：持続可能性に関する諸課題とESD

ESD

環境

社会

文化

経済

ESDの意味するところ
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ESD：異なる位置づけ（About、In、For and As）

ESD
ABOUT

SDについての教育
（知識伝達）
機械論的

IN
SDの中での教育

（体験）
解釈論的

FOR
SDのための教育
（態度・行動・参加）

批判論的

AS
SDとしての教育
（自己教育過程）
省察的・内発的

ESDの意味するところ
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持続可能な社会の担い手像
「国連・ESDの10年」／GAPの経験から

個人変容
社会変容

ESD

ESD：個人変容と社会変容の学びの連関

新しい学習の柱（UNESCO 2009）

“Learning to Transform Oneself and Society”
佐藤（2016）訳：個人変容と社会変容の学びの連関
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持続可能な社会の担い手像
「国連・ESDの10年」／GAPの経験から

予測（時間軸）

システム思考

規範

戦略協働

批判的思考

自己認識

統合的
問題解決

社会・情動的知性（SEI）
（マインドフルネス、共感、思いやり、批判的探究）
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持続可能な社会の担い手像
「国連・ESDの10年」／GAPの経験から
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持続可能な社会の担い手像
「国連・ESDの10年」／GAPの経験から

Thinking together so we can act together 
to make the futures we want.

https://www.youtube.com/watch?v=j8aXSTN71MY

教育：共通の利益に向かって協働するメンバーの中で暗黙に交わされた合意
基盤となる原理：①生涯を通じて質の高い教育の権利を保障、②共通善としての教育強化

VUCA社会における 個人変容⇄社会変容／学習⇄協働／
システム思考⇄デザイン思考／課題解決⇄価値共創／

創造性・コミュニケーション・変容・参加に資するテクノロジー／
公共利益に資する公教育／学びの場／教育に関わるコミュニティへの社会参加と貢献

私たちの未来を共に構想する
教育の新たな社会契約
（UNESCO, 2021）
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脱炭素時代に求められるESD推進ネットワークの姿とは
－パネル・ディスカッション（10:30-12:30）：人材像－

◆社会変容⇄個人変容の取り組み
・気候変動の地元学（統合的、文脈的、批判的、変容的）
・ありたい社会を描く力（デザイン思考）⇄つながり・行動をする力（システム思考）
・ソフトインフラとハードインフラの連動性
・ライフスタイル構築、シェア社会の構築
・変容にむけたマネジメント構築、コーディネート、リーダー⇄フォロアー
・プロジェクトや活動をベースにしたネットワーク構築
・教材開発、国際プロジェクトを活かした協働の場づくり、知見蓄積
・ネットワークのハブを活かした、協働の場づくり、社会的学習、越境コミュニケーション
・資本（財務資本、製造資本、知的資本、人的資本、社会関係資本、自然資本）の統合性と好循環
・人権とビジネス（権利論の展開）
・現況認識とビジョン2050（VUCA社会、変容への意志、統合性、批判的、システム改革へ）
・複雑な問題に向き合う取組（再生可能エネルギー、気候変動など）
・多様な主体、家庭と学校との連携・協働によるモノづくり、情報発信、授業実践→SDGsの自分ごと化
・多様な世代を巻き込む協働の場づくり（企業、保護者、教員、など人が関わる場）
・体系的なプログラムづくり、学習共同体・実践共同体の構築

◆これからの人材像
・深い対話・深い学び、問いかけと傾聴、相互理解、深く考える対話（哲学対話）、自己省察、共創、関係性構成 →コミュニケーション
・異なる立場の理解、社会的寛容性、→社会・情動的知性
・自己転換型知性へ
・社会変化を感知し、自身で行動し（高校生環境連盟）、社会に参加をしながら、社会の構造を理解をし（インターンシップ）、協働の場づくり
と次世代育成（ユースフォーラム、ユースコミュニティ構築）
・ユースは年齢層ではなく、多様な属性の存在、ユースの特徴をあえて活かす（アピール性、発信力、ESD/SDGsネイティブ世代、デジタル世
代、Z世代としての認識を活かす、ステークホルダーを超えた連携・協働の土台づくり→新しい当たり前へ／ありたい姿）
・人的資源から人的資本へ、
・社会構造を変えていくための意志表示(政策コミュニケーション、ライフスタイルの選択・共創、政治参加、政策評価など）の重要性

論点
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<後半>
ありたい

ESD推進ネットワークの姿

脱炭素時代に求められるESD推進ネットワークの姿とは
－パネル・ディスカッション（10:30-12:30）：ネットワーク－

https://www.youtube.com/watch?v=j8aXSTN71MY


4

© All Rights Reserved, Masahisa SATO, Ph.D. 19

脱炭素時代に求められるESD推進ネットワークの姿とは
－パネル・ディスカッション（10:30-12:30）：ネットワーク－

白井 信雄さん
(山陽学園大学地域マネジメント学部 教授)

進藤 由美さん
(公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター国際交流部/総務部 部長）

飯田 貴也さん
(NPO法人新宿環境活動ネット 代表理事）

関 正雄さん
(損害保険ジャパン株式会社サステナビリティ推進部 シニアアドバイザー)

服部 乃利子さん
(静岡県地球温暖化防止活動推進センター センター次長)

モデレーター：佐藤 真久
(東京都市大学環境情報学研究科 教授)
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学 習 者

ESD活動支援センター
地方センター

（全国８か所）
＋

全国センター

地域ESD活動推進拠点

(地域ESD拠点)139拠点
(2021年3月現在)

協力組織・団体 ３７か所

連携

学校、地域、職場などでESDに取り組んでいる多様な実践主体
（ESD活動現場）

ESDに取り組もうとしている多様な主体
（潜在的な活動主体）

経 緯：ESD国内実施計画に基づき、文部科学省と環境省が共同で2016年度にESD活動支援センター(全国センター)を、

2017年度に８箇所の地方ESD活動支援センター(地方センター)を開設。

体 制：ESD活動支援センター、地方ESD活動支援センター 、地域ESD推進拠点、ESD活動支援企画運営委員会で構成。

機 能：①ESD活動を支援する情報共有機能、②現場のニーズを反映したESD活動の支援機能、

③ESD活動のネットワーク形成、ESD実践の学びあいの場の促進機能、④人材育成機能

ESD活動支援
企画運営委員会

ESD推進ネットワークの整備

NPOや一般社団法人、学校など様
々な登録団体で構成。
ESDに取り組みたい学校・地域・企
業等に対して、団体の強みを活かし
ながら支援や働きかけを行う。

ネットワーク活動への
助言や評価

本事業が直接
実施する範囲

本事業の成果対象

究極の目的

本事業も効果を発揮

環境省（2021）
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ESD

/

ESD

全国・地方ESD活動支援センター

環境省（2021）
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成果
V ESD推進のための支援ネットワークを整備。 全国的な支援体制を構築。
・ESD全国活動支援センターの開設・運用
・全国８か所のESD地方活動支援センターの開設・運用

・ESD（全国・地方）活動支援センターによる、地域ESD拠点の発掘・巻き込み・登録

V ESD推進ネットワークの運用による、支援活動の定常化。ESD高度化の取組。
・情報発信
・相談対応、助言、連携促進
・学びの場の提供/人材育成
・ネットワーク力を活用した環境教育の推進（全国ユース環境活動発表大会）

課題
Vネットワークの拡大。地域に応じた相談が出来る体制の整備。
V地域ESD拠点に対する、登録のインセンティブと継続のインセンティブ
Vネットワーク力のさらなる活用

Ḳ

環境省（2021）
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持続可能な社会の担い手像
「国連・ESDの10年」／GAPの経験から
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日本のSDGs達成度ランキング2021

→日本は18位で、一昨年の15位、昨年の17位から連続で順位を落とす。後退は、陸地生態系の保全。
→スピルオーバー・スコア（他国への波及効果）は、OECD加盟国の平均と比較しても若干低い。
→「分断」がもたらす弊害－縦割り組織の分断、官民の分断、現在と未来の分断、地域間の分断、世代の分断、ジェンダーの分断
（https://sdgslocal.jp/local-sdgs/ ）

https://s3.amazonaws.com/sustainabledevelopment.report/2021/2021-sustainable-development-report.pdf

持続可能な開発ソリューション・ネットワーク（SDSN：Sustainable Development Solutions Network）
とベルステルマン財団（Bertelsmann Stiftung）によって毎年作成
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脱炭素時代に求められるESD推進ネットワークの姿とは
－パネル・ディスカッション（10:30-12:30）：ネットワーク－

◆VUCA（変動・不確実・複雑・曖昧）社会のネットワークの姿

・カーボンゼロの意味あい（構造的変容、脱プラ、脱物質化、地域活性化、公共圏・・）
・地球環境問題と貧困・社会的排除問題の同時的解決
・求められる規範性、統合的問題解決
・ネットワークの多義性（目的としての機能、手段としての機能、権利としての機能）
・ありたい姿を描く、CSV、つながりと活かして行動・協働に活かす
・協働の場づくり、参加の場づくり、社会生態系
・協働する学びの場の提供、価値共創
・多様なネットワークの有機的なつながり（ネットワークの複合性、多層性）
・多様な世代・主体とともにつくるネットワーク
・高度経済成長という経済的成功体験が変容を受けいることができない→なかなか変容にチャレンジできない日本社会
・生産・調達・消費、インパクト評価
・DX × SX
・学校の孤軍奮闘、NPOの孤軍奮闘をやめ、つながり、力を持ち寄る場づくり

論点
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パートナーシップの多義性
－手段、目的、権利として

パートナーシップの
多義性

手段として
例：社会変容にむけた手段として
、SDGsの達成にむけた手段として

目的として
例：個人の学びを深めるため、

チーム学習を深めるため、社会的関係性の構築
、アイデアの共有、レジリエント社会を構築する

、主体形成

権利として
例：誰一人とり残さない社会づくりのため
の参加の場づくり、 包容的社会づくり、
参加の権利として、基本的人権として
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変容の時代に
正解のない問いを共に生きる

※正常性バイアスによる“正しさ”の衝突

0
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求められるコンフォート・ゾーンからの脱却と
越境コミュニケーション

https://coach-liberte.com/world-coaching/self-foundation/comfortzone-diagram/
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組織連携や組織内連携、
補完的エージェントの活用による

4機能の補完性

協働における
チェンジ・エージェント機能（4機能の補完性）

①
変革
促進

②
プロセス
支援

③
資源
連結

④
問題
解決
提示
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システムによる複雑な問題の解決へ
～社会生態モデル（SEM）
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連携・協働の在り方
～協働の形態

■多様な協働の形態（事業協働、戦略協働、政策協働）

［事業協働・連携］
（1）共同で一つの事業を行う協働の形態（共催）
（2）「後援」という形で取組に名を連ねること。主に金銭的支出を伴わない協働の形態（後援）
（3）それぞれの特性を活かし、一定期間継続的に協力して事業を行う協働の形態（事業協力）
（4）独自の企画や代案をみんなで提案する協働の形態（企画立案）
（5）新しい一つの組織を立ち上げ、そこが主催者となって事業を行う協働の形態（実行委員会）
（6）協働事業や課題に関して情報交換や意見交換を行う協働の形態（情報提供・情報交換）
（7）優れた特性をもった組織に契約をもってゆだねる協働の形態（委託・指定管理者制度）
（8）公益上必要があると認めた場合、行政が公金を支出する協働の形態（補助・助成）

［戦略協働］
・共有目的を実現するために戦略的に協働（戦略協議など）を行う形態（戦略協働）

［政策協働］
・共有目的を実現するために行政と政策的に協働（政策提案など）を行う形態（政策協働）

せんだいみやぎNPOセンター（2007）に基づき筆者加筆修正
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協働のしくみ
（佐藤・広石, 1998）

© All Rights Reserved, Masahisa SATO, Ph.D.
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［総合］
特定の地理的地域にお
いて、一般包括的な支
援を幅広く提供

［専門］
特定のサービス領域や
関心領域、専門領域に
特化したサービスの提供

中間
支援機能

中間
支援機能

中間
支援機能

中間
支援機能

［国］［地方］［県］［市町村］

求められる中間支援機能
中間支援機能の有機的な連関(行政区分、経済地域・生命地域）

中間
支援
機能

中間
支援
機能

中間
支援
機能

中間
支援
機能

［日本国土］［生態地域］
（生態系単位）

［地理的地域］
（流域・山系）

［生活地域］

・・・・・・・・・・・・
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SDGsの取り組む様々な主体と異なる動機
～目標としてのSDGs、ツールとしてのSDGs

［企業］
“事業採算性とビジネス・モデル”
キーワード：SCOPE3、アウトサイドイン、バリューチェーン、労働環境、
ISO26000、Society 5.0、AI、IoT、国連グローバルコンパクト、SDGsコンパス、
経営統合、マテリアリティ、地域企業、100年企業、競業から共業へ、競争か
ら共創へ、製品開発／価格戦略／市場開発／販促・コミュニケーション、KPI
／OKR、統合報告、共用品推進、財務／非財務、ESG投資

“持続可能な社会”

［自治体］
“公平性と社会的包摂”
キーワード：社会生態モデル、政策協働、
地域の社会課題、脆弱な財政基盤、老朽化する
社会インフラ、自然災害、少子高齢化、NPMの限
界、消滅自治体、学習する都市、包括的ケアシス
テム、市民参加から行政参加へ・・

［学校］
“児童生徒の未来”
キーワード：社会に開かれた教育課程、育成を目指す
資質・能力、探究、対話的・主体的・深い学び、持続可
能な社会の担い手、学社連携、校種間連携、能力・態
度、開発型知性／制御型知性、人格形成、社会的・
情動的知性（思いやり、共感、マインドフルネス、批判
的探究）、ホールスクール・・

［地縁組織］
“地域の未来”
キーワード：住民自治、小規模多機能自治、
コミュニティの崩壊、少子高齢化、
世代間コミュニケーション、社会教育・・

［NPO/NGO/協同組合］
“当事者への寄り添い”
キーワード：グローカルな社会課題、政策提言、
社会課題解決、価値創造、パートナーシップ、相互扶助
参加のしくみ、協働のしくみ、貧困・社会的排除問題、
地球環境問題、人権に基づくアプローチ、主体形成・・

［学術・研究機関］
“高等教育と研究の深化”
キーワード：研究・教育における国際化、
研究開発、問題解決能力、THE大学インパ
クト・ランキング・・

中長期的な機会とリスク
求められる“変容”
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参加のしくみ
（文京区・empublic, 2016）

「新たな公共の担い手」を育む“参加のしくみ”（文京区・empubic, 2016）

ループ④：
“持続可能な
地域に向けた
「私たち」
の協働”

ループ③：
“地域で
やりたい

「私」の行動”

ループ②：
“地域の

発見と参加”

ループ①：
“地域との
接点の
ない生活”


